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シンクロトロン放射光を用いた放射線生物研究

我々のグループでは、シンクロトロンという加速器から得られる、放射光という光を用いて、
分子レベル、タンパク質レベルから細胞レベルにおける放射線生物学に関する研究を行って
いる。シンクロトロン放射光施設では、分光学的な手法を用いた研究が中心であり、我々も
分光データを得ることを中心とした実験を行っている。分子レベルでは、DNA損傷の物理化
学過程に関する実験（図）、タンパク質レベルでは、DNA損傷修復過程に関わるタンパク質分

子の構造変化に関する実験、細胞レベルでは、個々の細胞を選別した照射後の動態観測実
験を行っている。これらの実験から、放射線生物応答メカニズムを解明することを目指してい
る。講演では、シンクロトロン放射光の特徴から、放射光施設において実施されている各種
分光分析の特徴を紹介するとともに、最近の我々のグループの研究トピックスについて紹介
する。
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